
神
海
丸
通
信

神
海
丸
通
信

乗
船
・
出
港

９
月
１
０
日
、
隠
岐
水
産

高
校
海
洋
シ
ス
テ
ム
科
２
年

生
（
本
科
生
）
３
０
名
と
専

攻
科
生
１
１
名
が
西
郷
港
メ

ガ
フ
ロ
ー
ト
に
集
合
し
ま
し

た
。遂

に
始
ま
っ
た
遠
洋
航
海

実
習
に
、
本
科
生
は
緊
張
の

面
持
ち
で
し
た
。
乗
船
式
で

は
本
科
生
Ａ
君
が

、
「
大
変

な
時
は
お
互
い
に
励
ま
し
合

っ
て
よ
り
良
い
航
海
実
習
に

し
ま
す

。
」
と
決
意
表
明
を

行
な
い
ま
し
た
。

乗
船
式
後
は
、
荷
物
の
積

み
込
み
や
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン

グ
等
を
行
な
い
ま
し
た
。
沢

山
の
荷
物
の
整
理
は
大
変
で

し
た
。

昼
食
後
、
出
港
式
を
行
な

い
、
西
郷
港
を
出
港
し
ま
し

た
。
出
港
式
に
は
在
校
生
・

保
護
者
を
は
じ
め
、
大
勢
の

方
々
が
見
送
り
に
駆
け
つ
け

て
く
れ
ま
し
た
。
本
科
生
Ｔ

君
が
、
「
実
習
生
一
同
成
長

し
て
帰
っ
て
来
ま
す
の
で
、

心
待
ち
に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

お
見
送
り
に
来
て
下
さ
っ

た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
１
１
日
に
は
、
浜
田

港
に
入
港
し
、
浜
田
水
産
高

校
の
専
攻
科
生
９
名
が
乗
船

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
食
料
、

マ
グ
ロ
は
え
縄
実
習
で
使
用

す
る
餌
の
積
み
込
み
を
終
え
、
９
月
１
４
日
に
浜
田
港
を

出
港
し
ま
し
た
。

神
海
丸
の
あ
る
日
の
一
日

●
６
時
３
０
分
・
・
・
起
床
・
点
呼

起
床
後
デ
ッ
キ
に
集
合
し
、
人

数
確
認
や
体
調
の
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体

操
で
１
日
が
始
ま
り
ま
す
。

●
６
時
５
０
分
・
・
・
朝
食

毎
朝
お
い
し
い
朝
食
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
定
番

の
メ
ニ
ュ
ー
は
焼
き
魚
で
す
。

●
８
時
０
０
分
・
・
・
掃
除

分
担
し
て
船
内
を
清
掃
し
ま
す
。

８
時
３
０
分
・
・
・
作
業
・
学
習

作
業
で
は
、
マ
グ
ロ
延
縄
実
習
に
使
用
す
る
枝
縄
（
ブ

ラ
ン
）
を
作
製
し
て
い
ま
す
。

学
習
で
は
、
航
海
・
機
関
に
関
す
る
学
習
を
時
に
は

実
物
を
利
用
し
な
が
ら
学
習
し
て
い
ま
す
。

●
１
２
時
３
０
分
・
・
・
昼
食

●
１
３
時
３
０
分
・
・
・
学
習

専
攻
科
・
本
科
共
に
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
攻

科
生
は
来
る
海
技
試
験
に
向
け
た
学
習
や
、
航
路
・

機
器
に
関
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
１
７
時
３
０
分
・
・
・
夕
食

陸
上
と
比
べ
る
と
少
し
早
い
時
間
の
夕
食
で
す
が
、

船
で
は
こ
の
時
間
が
一
般
的
で
す
。

●
２
１
時
０
０
分
・
・
・
点
呼

当
直
・
食
当

本
科
生
は
２
時
間
、
専
攻
科
生
は
４
時
間
交
代
で
、

航
海
当
直
・
機
関
当
直
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
直
で

は
操
舵
、
日
誌
、
海
図
の
記
入
、
機
関
の
点
検
・
整

備
等
を
行
い
ま
す
。
本
科
生
は
、
乗
組
員
や
専
攻
科

生
に
指
導
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
作
業
を
覚
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
当
番
制
で
食
当
が
あ
り
、
司
厨
長
の
指
導
の

下
、
食
事
準
備
の
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
科
生
の
多
く
が
数
日
間
船
酔
い
で
苦
し
ん
で
い
ま
し

た
。
（
中
に
は
全
く
船
酔
い
せ
ず
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の
生

徒
も
い
ま
し
た
。
）
今
で
は
、
船
酔
い
も
大
分
落
ち
着
い

て
お
り
、
仲
良
く
実
習
に
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
実
習
生
が
「
神
海
丸
の
ご
飯
が
お
い
し
い
。
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
毎
食
の
ご
飯
を
楽
し
み
に
前
向
き
に

作
業
・
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
数
日
で
マ
グ
ロ
延

縄
実
習
が
始
ま
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
船
の
生
活
に
慣
れ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
導
教
官

津
軽
海
峡
通
過

９
月
１
６
日
、
津
軽
海
峡
を

通
過
し
ま
し
た
。
出
港
後
は
時

化
も
あ
り
、
多
く
の
実
習
生
が

船
酔
し
て
い
ま
し
た
が
、
外
に

出
て
、
北
海
道
や
青
森
県
、
津

軽
海
峡
を
行
き
交
う
漁
船
を
見

学
し
て
い
る
う
ち
に
元
気
に
な

り
ま
し
た
。

集
合
写
真
の
右
側
に
は
青
森

県
が
写
っ
て
い
ま
す
。
マ
グ
ロ

一
本
釣
り
で
有
名
な
大
間
も
見

学
で
き
ま
し
た
。

津
軽
海
峡
を
抜
け
る
と
、
も

う
ハ
ワ
イ
ま
で
陸
地
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
こ
か
ら

か
「
寂
し
い
よ
～
」
と
、
実
習

生
の
呟
き
が
聞
こ
え
ま
し
た
。


